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南
丹
市
、
早
春
。

自
然
豊
か
な
ま
ち
を
象
徴
す
る
場
所
、

川
音
が
、
凍
て
つ
い
た
空
気
の
中
を
伝
わ
り
、
拡
散
し
ま
す
。

せ
せ
ら
ぎ
は
川
と
な
っ
て
、
早
春
の
柔
ら
か
な
日
差
し
を
浴
び
て

自
然
の
鼓
動
と
重
な
り
合
っ
て
新
た
な
命
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

希
望
や
憧
れ
を
抱
き
、
風
や
香
り
に
包
ま
れ
る
南
丹
市
の
自
然
。

春
は
、
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。



3 広報なんたん3月号

ふるさと再発見！

南丹市に春よ、来い！
記録的な大雪となった南丹市、24節気の雨水を過ぎて、

冬将軍の背中を見送る頃、暖かさと寒さが一進一退の毎日

陽光が降り注ぐ、待ち遠しい南丹市の早春のひとコマです

2006.3



と
し
て
就
任
し
た
國
府
正
典
参
与

は
、「
中
川
市
長
が
公
職
選
挙
法
違

反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、同
日
、市
役

所
が
京
都
府
警
の
家
宅
捜
索
を
受

け
ま
し
た
。こ
の
た
び
の
事
態
に
よ

り
、市
民
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
と

ご
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
、心
よ
り
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。今
後
は
、市
職
員
全

員
が
気
持
ち
を
引
き
締
め
職
務
に

専
念
し
、業
務
に
遅
滞
が
生
じ
な
い

よ
う
に
努
め
、各
参
与
の
協
力
を
得

な
が
ら
、職
員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
、市
役
所
の
信
頼

回
復
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、職
員
に
は
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
取
り

組
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
」と
述
べ
、全
職
員
に
も
通
達
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
三
月
二
十
二
日
、
弁

護
士
を
通
じ
て
中
川
市
長
が
「
一

身
上
の
都
合
に
よ
り
、
市
長
職
を

辞
職
致
し
ま
す
」
と
の
辞
職
届
と

と
も
に
「
こ
の
度
の
不
祥
事
に
よ

り
『
市
政
の
混
乱
』
並
び
に
市
民

の
皆
様
に
多
大
の
ご
迷
惑
を
お
掛

け
致
し
ま
し
た
事
、
心
よ
り
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い

市
の
正
常
化
を
願
い
ま
す
と
共
に

一
市
民
と
し
て
今
後
は
市
の
発
展

の
為
努
力
致
し
ま
す
」
と
直
筆
で

早
く
か
ら
報
道
関
係
者
が
、
市
の

動
向
を
注
視
し
て
い
ま
し
た
。
市

役
所
で
は
全
職
員
に
対
し
て
、「
動

揺
す
る
こ
と
な
く
平
常
の
業
務
に

精
励
す
る
よ
う
に
」
と
の
指
示
が

総
務
部
長
名
で
出
さ
れ
た
ほ
か
、

朝
礼
を
行
い
職
員
ら
に
平
静
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た

議
会
の
予
算
特
別
委
員
会
に
先
立

ち
、
今
後
の
議
会
運
営
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
与

や
部
長
ら
は
、
市
政
運
営
に
つ
い

て
の
緊
急
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

夕
方
五
時
か
ら
は
議
長
の
記
者
会

見
、
五
時
半
か
ら
は
、
教
育
長
の

ほ
か
参
与
や
部
長
ら
八
人
が
今
後

の
市
政
運
営
に
つ
い
て
記
者
会
見

に
臨
み
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
高

橋
議
長
は
「
予
算
審
議
に
全
力
を

傾
注
し
た
い
」
と
述
べ
た
ほ
か
、

参
与
を
代
表
し
て
奥
村
参
与
が

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
業
務
を
進
め
た
い
」

と
市
政
運
営
に
向
け
て
の
姿
勢
を

示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
日
後
の
十
五
日
に
は
、

弁
護
士
を
通
じ
て
中
川
市
長
の
意

向
確
認
を
行
い
、
市
長
職
務
代
理

者
に
國
府
正
典
参
与
が
指
名
さ
れ

ま
し
た
。

十
六
日
か
ら
市
長
職
務
代
理
者

や
議
会
に
向
け
た
準
備
な
ど
、
慌

た
だ
し
い
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。

寒
の
戻
り
と
な
っ
た
三
月
十
二

日
の
早
朝
、「
市
長
事
情
聴
取
」
と

の
新
聞
報
道
が
南
丹
市
を
駆
け
巡

り
、
そ
の
夕
方
、
テ
レ
ビ
は
中
川

市
長
が
公
職
選
挙
法
違
反
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
た
こ
と
を
報
じ
ま
し
た
。

「
市
長
逮
捕
」
…
ど
こ
か
遠
い
と
こ

ろ
で
の
出
来
事
が
、
誕
生
し
て
間

も
な
い
南
丹
市
に
起
き
た
の
で
す
。

翌
十
三
日
、
う
っ
す
ら
と
雪
化

粧
し
た
市
役
所
の
回
り
に
は
、
朝

一
月
一
日
発
足
し
た
南
丹
市
の

市
長
選
挙
お
よ
び
、
市
議
会
議
員

選
挙
が
二
月
十
九
日
に
行
わ
れ
、

初
代
市
長
に
中
川
圭
一
氏
が
選
ば

れ
た
ほ
か
、
二
十
六
人
の
新
し
い

市
議
会
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

市
長
の
初
登
庁
は
、
そ
の
四
日

後
の
二
十
三
日
の
朝
と
な
り
、
市

議
会
議
員
や
市
職
員
ら
が
出
迎
え

ま
し
た
。

初
登
庁
後
の
執
務
室
で
中
川
市

長
は
、
決
裁
や
来
客
の
応
対
に
追

わ
れ
た
ほ
か
、
各
種
団
体
の
会
議
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一
票
の
重
み受

け
止
め
て
。

新市長・新議員
誕生



2月23日、初登庁する中川市長

投
票
率
は
80
・
52
％

・
有
権
者
数
2
9
、1
0
1

・
投
票
総
数
2
3
、4
3
2

・
有
効
投
票
数
2
2
、8
8
6

・
無
効
投
票
数
　
　
5
4
6

当
　
六
五
三
　
井
尻
　
　
治
　
無

当
　
五
七
六
　
藤
井
日
出
夫
　
無

当
　
五
二
一
　
松
尾
　
武
治
　
無

当
　
五
一
七
　
仲
村
　
　
学
　
無

当
　
四
七
三
　
吉
田
　
繁
治
　
無

四
三
一
　
出
野
　
　
敏
　
無

三
九
三
　
船
越
　
嘉
次
　
共

三
八
三
　
山
下
　
澄
雄
　
無

◇
美
山
選
挙
区
◇

選
管
最
終（
定
五
│
立
十
一
）

当
　
五
四
〇

村
田
　
正
夫
　
無

当
　
四
九
九
　
高
野
　
美
好
　
無

当
　
四
二
〇

外
田
　
　
誠
　
無

当
　
四
一
一
　
末
武
　
　
徹
　
無

当
　
三
六
四
　
小
中
　
　
昭
　
無

三
四
八
　
磯
部
政
一
郎
　
無

三
四
〇

長
野
　
　
弘
　
無

三
二
四
　
古
屋
　
正
雄
　
無

二
七
二
　
佐
野
　
　
清
　
無

六
五
　
瀬
口
　
　
　
　
無

四
〇

中
澤
　
守
弘
　
無

（
得
票
数
順
、
敬
称
略
）

当
　
七
一
七
　
森
　
　
嘉
三
　
無

当
　
七
〇
六
　
村
田
　
憲
一
　
無

六
二
五
　
山
下
　
秋
則
　
無

五
六
七
　
上
林
　
正
紀
　
無

三
四
二
　
塩
貝
　
孝
之
　
無

三
二
四
　
藤
林
　
重
麿
　
無

◇
八
木
選
挙
区
◇

選
管
最
終（
定
七
│
立
十
二
）

当
　
七
〇
九
　
川
勝
　
儀
昭
　
無

当
　
六
一
七
　
高
橋
　
芳
治
　
無

当
　
五
九
七
　
中
川
　
幸
朗
　
無

当
　
五
七
一
　
西
村
　
則
夫
　
無

当
　
五
二
八
　
川
勝
　
眞
一
　
無

当
　
五
一
六
　
仲
　
　
絹
枝
　
共

当
　
四
七
三
　
八
木
　
　
眞
　
無

四
四
一
　
稲
澤
　
良
雄
　
無

四
一
一
　
大
内
　
筆
嗣
　
民

三
五
二
　
矢
木
　
良
市
　
無

三
四
一
　
松
本
　
幸
男
　
無

三
二
四
　
徳
見
　
　
晃
　
無

◇
日
吉
選
挙
区
◇

選
管
最
終（
定
五
│
立
八
）

市
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、

合
併
協
議
の
結
果
に
よ
り
、
在
任

特
例
（
合
併
後
も
引
き
続
き
議
員

の
資
格
を
有
す
る
）
は
行
わ
ず
、

初
回
の
選
挙
に
限
っ
て
旧
町
ご
と

に
選
挙
区
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
の
選
挙
か
ら
は
旧
町
ご
と
の

選
挙
区
は
設
け
ず
に
一
選
挙
区
で

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
議
会
議
員
の
開
票
結
果
は
、

次
の
通
り
で
す
。

◇
園
部
選
挙
区
◇

選
管
最
終（
定
九
│
立
十
三
）

当
　
九
七
〇

矢
野
　
康
弘
　
無

当
　
九
六
八
　
片
山
　
誠
治
　
無

当
　
九
六
四
　
大
西
　
一
三
　
共

当
　
九
三
〇

谷
　
　
義
治
　
無

当
　
八
六
三
　
森
　
　
為
次
　
無

当
　
八
三
九
　
橋
本
　
尊
文
　
無

当
　
八
三
二
　
中
井
　
榮
樹
　
無

手
紙
を
寄
せ
ま
し
た
。

今
後
の
市
政
運
営
に
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
市
長
選
挙
と
市
議
会
議

員
選
挙
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

南
丹
市
長
選
挙
の
投
票
率
は

80
・
52
％
。
前
回
の
衆
議
院
議
員

選
挙
の
小
選
挙
区
と
比
べ
て
旧
四

町
平
均
の
79
・
78
％
よ
り
や
や
高

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
開
票
結

果
は
上
図
の
通
り
で
す
。

ま
た
、
市
議
会
議
員
選
挙
の
投

票
率
は
全
体
で
80
・
53
％
。
園
部

選
挙
区
（
定
数
九
、
立
候
補
十
三

人
）
が
77
・
84
％
、
八
木
選
挙
区

（
定
数
七
、
立
候
補
十
二
人
）
が

82
・
11
％
、
日
吉
選
挙
区
（
定
数

五
、
立
候
補
八
人
）
が
80
・
19
％
、

美
山
選
挙
区
（
定
数
五
、
立
候
補

十
一
人
）
が
86
・
16
％
の
投
票
率

と
な
り
ま
し
た
。
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南丹市長選開票結果（敬称略）

当　9,330票　中　川　　圭　一（無・新）
9,313票　佐々木　　稔　納（無・新）
4,243票　佐々谷　　元　秀（無・新）

南
丹
市
議
選
開
票
結
果

裕
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2月19日、これからの4年間を託す26人の新

議員さんが決まりました。そこで、フレッシ

ュな新議員さんの横顔を追ってみました。質

問の項目は、氏名（年齢・所属・職業・住

所・趣味）①今回の選挙を通じて感じられた

こと②任期中特に力を入れたいことです。

（選挙区得票順に掲載、敬称略）

新議員

26人決まる
新議員

26人決まる

川勝
かわかつ

儀昭
のりあき

（45・無・農

業 ・ 八 木

町・読書、

温泉）
①新生南丹市にかける、住

民の皆さんの大きな期待

②合併して良かったと言え

る、安心・安全な生活環境

と活力あるまちづくり

片山
かたやま

誠治
せい じ

（45・無・会

社役員・園

部町・読書、

ゴルフ）
①市民の皆さまの新市南丹

市への関心度の高さ

②市街地の生活基盤整備・

子育てに関して全国に誇れ

るまちづくり

矢野
や の

康弘
やすひろ

（66・無・団

体職員・園

部 町 ・ 絵

画、書道）
①新市への期待が大きい

②安心・安全なまちづく

り、高齢者福祉の充実を図

る人権尊重のまちづくり

村田
むらた

憲一
けんいち

（68・無・屋

根工事業・

園部町・ゴル

フ、カラオケ）
①「奉仕の心」の有難さと

大切さを強く感じました

②地球環境を考え、自然を

守る活動と少子化問題と道

徳教育に取り組みたい

森
もり

嘉三
かぞ う

（69・無・宅

地建物取引

業・園 部

町・ゴルフ）
①地域の団結が出来、今後

の政治活動に生かしたい

②行政主導から住民主導型

のまちづくり、間違いのな

い市街地の開発を

中井
なかい

榮樹
ひで き

（63・無・園

部 町 ・ 旅

行、釣り）

①周辺部の厳しい農業情勢

の改善を求める方々の声

②農家の生の声を市政に反

映。福祉・サービスの充実。

幼保一元化の実現

橋本
はしもと

尊文
たかふみ

（61・無・昆

布店経営・

園部町・ス

ポーツ）
①人と人との繋

つな

がりの大切

さを再認識しました

②教育の充実、スポーツ・

商工業の振興、少子高齢化

問題、地域の意志を市政に

森
もり

為次
ためつぐ

（53・無・屋

根工事業・

園部町・ス

ポーツ）
①子どもさんの通学等の安

全安心と福祉の充実

②スポーツを含む教育文化

の振興をはかり、元気で健

康で活気あるまちづくり

谷
たに

義治
よしはる

（70・無・農

業 ・ 園 部

町・スポーツ

観戦と評論）
①農村地域に若い人達が定

住できる環境づくり

②旧町間の融和を図り、新

市の個性づくりと市として

の基盤を整えること

大西
おおにし

一三
かず み

（56・共・行

政書士・園

部町・山行、

読書、ｶﾗｵｹ）
①不正、不公平のない「普

通のまちを」の願いの多さ

②中心市街地が賑わい、ど

の周辺部も寂びれないよう

調和のとれたまちづくり
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村田
むらた

正夫
まさ お

（55・無・衣料

品等小売業・

美山町・スポー

ツ、自然番組）
①新市への期待感。美山ら

しさへの強いこだわり

②4町の融和。暮らしを守る

道路整備と少子高齢化対策。

美山の良さを残す

川勝
かわかつ

眞一
しんいち

（55・無・会

社員・八木

町）

①新市への期待を感じ、市

民の声を大切にしたい

②環境計画作りを行い、地

域経済と農林業の振興を進

め、人の集まる町づくり

西村
にしむら

則夫
のり お

（64・無・農

業、会社役

員・八木町・

スポーツ）
①人の往来が少なく活気が

ない。道にゴミが散乱

②農林業や都市、交通基盤

の整備、自然や環境を守る

まち、財政の健全化

中川
なかがわ

幸朗
ゆき お

（49・無・会

社員・八木

町・読書、

山歩き）
①少子・高齢化が進んでお

り、直ぐ対処が必要だ

②皆の声を聞き、新市建設

計画を大切に、将来に展望

の持てる町づくりを進める

高橋
たかはし

芳治
よしはる

（68・無・建

材販売・八

木町・スポ

ーツ）
①南丹市の将来に、市民の

期待感が強く感じられた

②それぞれの町の歴史文化

を守り町の特徴を活かしだ

れもが住みよい町づくり

吉田
よし だ

繁治
し げ じ

（72・無・農

業 ・ 日 吉

町・グラウ

ンドゴルフ）
①少子高齢化の波が町全域

で感じられ深刻である

②基幹交通網の整備促進、

少子化対策、高齢者福祉施

策の充実、農業の振興対策

仲村
なかむら

学
まなぶ

（37・無・農

業 ・ 日 吉

町・音楽鑑

賞）
①南丹市政に対する責任の

重大さを感じました

②交通基盤の充実、保健医

療福祉の充実、子育て支援

の充実、災害犯罪に強い政策

松尾
まつ お

武治
た け じ

（60・無・農

業 ・ 日 吉

町・古寺探

訪）
①村型選挙による住民の過

大な負担

②福祉が充実し若者から高

齢者までが潤いがもてる住

民主体のまちづくり

小中
こなか

昭
あきら

（53・無・農

業・美 山

町・鮎友釣

り）
①候補者も多く、住民の関

心度の高い選挙であった

②４町の特色を生かした町

づくりと均衡ある発展。イン

フラ整備（道路整備等）

藤井
ふじい

日出夫
ひ で お

（71・無・農業

京野菜栽培・

日吉町・スポ

ーツ特に野球）
①新しい市政に市民の声を

とどける役目を果したい

②地域の活性化と農林業の

振興と人権を大切にする町

づくりに力を入れたい

井尻
いじり

治
おさむ

（65・無・日

吉町・スポ

ー ツ 、 絵

画）
①住民の新市への期待と不

安の大きさ。議員責任

②高齢者福祉と若者定住条

件の整備。合併調整項目の

事業推進と行財政改革

八木
や ぎ

眞
まこと

（63・無・会

社経営・八

木町・バード

ウォッチング）
①新南丹市に対する期待感

と行政に対する厳しさを痛感

②各町要所を結ぶバス路線、

中学校給食等子育て支援、

下水道の完全整備、町起し

仲
なか

絹枝
きぬ え

（48・共・主

婦・八 木

町・ジョギン

グ、園芸）
①人の優しさや温もりと、

協働による輪の広がり

②皆さんの声を議会に届け、

皆さんのくらしや福祉を守

るため頑張ります

末武
すえたけ

徹
とおる

（59・無・農

業 ・ 美 山

町）

①雪の中での厳しい選挙戦。

雪対策、除雪対策を痛感

②4町の個性を伸ばしつつ、

均衡ある発展が実感できる

まちづくり

外田
そとだ

誠
まこと

（45・無・農

業・美 山

町・剣道）

①新市への期待と不安、そ

して我々議員の責任の重さ

②少子化対策と新市を支え

る人材育成に力を入れたい

高野
たかの

美好
みよ し

（58・無・旧

美山町職員・

美山町・スキ

ー、鮎友釣り）
①美山の優れた老人福祉後

退の不安が多かったこと

②美山を「はしっこの町」

にさせません。住民の立場

でしっかり働きます



四
月
一
日
か
ら
、
園
部
警
察
署

は
警
察
署
の
再
編
に
よ
り
、
名
称

が
『
南
丹
警
察
署
』
に
改
め
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
管
轄
区
域

が
「
南
丹
市
、
船
井
郡
」
に
変
わ

り
、
旧
美
山
町
を
管
轄
し
て
い
た

京
北
警
察
署
は
、
右
京
警
察
署
京

北
交
番
と
な
り
ま
す
。

美
山
地
域
の
方
に
つ
い
て
は
、

四
月
三
日
以
降
の
免
許
証
の
切
り

替
え
が
南
丹
警
察
署
も
し
く
は
京

北
交
番
の
ど
ち
ら
で
も
可
能
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
協
会

に
つ
い
て
も
、
南
丹
警
察
署
管
内

で
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

一
月
一
日
か
ら
南
丹
市
の
新
市

長
就
任
ま
で
の
一
カ
月
半
、
市
長

職
務
執
行
者
と
し
て
職
責
を
果
た

さ
れ
た
仲
村
脩
氏
が
退
任
さ
れ
、

二
月
二
十
日
、
市
役
所
で
退
任
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
約
二
百
人
の
市
役
所

職
員
を
前
に
、
仲
村
氏
が
「
こ
れ

か
ら
の
地
方
自
治
は
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
っ
て
い
く
。
市
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
を
さ
れ
、

職
員
か
ら
贈
ら
れ
た
花
束
を
胸
に
、

見
送
り
の
拍
手
を
背
に
受
け
な
が

ら
、
会
場
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

す
。委

員
会
で
は
、
委
員
長
に
廣
野

良
定
さ
ん
、
副
委
員
長
に
麻
田
勝

司
さ
ん
が
選
ば
れ
た
あ
と
、
四
月

以
降
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
点

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
従
来
の
制

度
か
ら
介
護
予
防
を
重
視
し
た
制

度
に
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
南
丹
市
で
も
、
軽
度
の
認
定

者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は

高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

四
月
か
ら
設
置
す
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
地
域

ケ
ア
体
制
の
推
進
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
か
ら
新
た
な
介
護

保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
に

合
わ
せ
て
一
号
被
保
険
者
（
六
十

五
歳
以
上
）
の
介
護
保
険
料
基
準

額
の
改
定
案
に
つ
い
て
も
検
討
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

三
月
定
例
議
会
に
条
例
改
正
案
を

上
程
し
、
計
画
書
は
三
月
中
に
ま

と
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

南
丹
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会

を
二
月
三
日
・
二
十
七
日
に
開
催

し
ま
し
た
。
南
丹
市
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
の
三
カ
年

計
画
と
し
て
策
定
を
す
る
も
の
で

8

2006.3

広報なんたん3月号

Information

南
丹
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
開
催

事
業
計
画
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
る
廣
野
委
員
長

4月1日から「南丹警察署」になります

職員を前に挨拶をされる仲村市長職務執行者

市
長
職
務
執
行
者

仲
村
脩
氏
が
退
任

南

丹

警

察

署

四
月
一
日
ス
タ
ー
ト

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
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三
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一

週
間
、
全
国
一
斉
に
「
春
の
火
災

予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
、
南
丹
市

消
防
団
で
も
二
月
二
十
六
日
に
八

木
・
日
吉
支
団
で
防
火
パ
レ
ー
ド
、

三
月
一
日
に
園
部
支
団
で
防
火
パ

レ
ー
ド
、
三
月
五
日
に
は
園
部
・

美
山
支
団
で
非
常
招
集
訓
練
、
美

山
支
団
で
は
高
齢
者
世
帯
へ
の
防

災
啓
発
訪
問
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
園
部
支
団
で
は
小

麦
山
か
ら
の
火
災
を
想
定
し
た
放

水
訓
練
が
行
わ
れ
、
実
践
さ
な
が

ら
の
消
火
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

一
月
か
ら
南
丹
市
内
で
は
火
災

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
あ
ぜ
焼
き
な
ど
火

入
れ
を
行
う
場
合
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
「
火
入
れ
許
可
申
請
書
」
を

各
支
所
産
業
振
興
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

二
月
二
十
四
日
、
Ｊ
Ａ
京
都
八

木
支
店
で
水
田
農
業
構
造
改
革
対

策
に
係
る
合
同
会
議
が
行
わ
れ
、

会
議
で
は
、
八
木
町
水
田
農
業
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
説
明
の
あ
と
、

バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で

製
造
す
る
有
機
質
堆
肥
を
利
用
し

た
「
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
」
や
「
ほ
ん

ま
も
ん
の
ふ
る
さ
と
の
産
業
を
育

て
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

た
め
の
話
し
合
い
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
後
継
者
の
確
保
・

育
成
の
課
題
に
つ
い
て
も
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

南
丹
市
農
業
の

未
来
を
考
え
る

日
吉
町
の
中
世
木
地
区
で
二
月

十
二
日
、
田
舎
暮
ら
し
を
望
む
都

市
住
民
ら
を
対
象
に
し
た
「
地
域

交
流
会
と
住
宅
見
学
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

都
市
住
民
に
田
舎
暮
ら
し
の
参

考
に
な
れ
ば
と
、
同
地
区
と
日
吉

支
所
が
企
画
。
十
家
族
二
十
人
の

参
加
が
あ
り
、
伝
統
食
づ
く
り
の

体
験
や
空
き
家
見
学
な
ど
を
通
し

て
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

同
支
所
で
は
今
後
も
田
舎
暮
ら

南丹市内で火災が多発！
ー火入れの際には申請をー

伝統食づくりを体験

農業の未来について意見が交わされた合同会議

手際よいポンプ操作をする団員

南丹市議会議長

高橋 芳治 氏

挙
区
）
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
副
議

長
に
村
田
正
夫
議
員
（
美
山
選
挙

区
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

南
丹
市
誕
生
後
、
初
め
て
の
市

議
会
が
行
わ
れ
、
初
代
の
市
議
会

議
長
に
高
橋
芳
治
議
員
（
八
木
選

空
き
家
見
学
や
料
理
で

田
舎
の
暮
ら
し
を
体
験

新
議
長
に
高
橋
芳
治
氏

副
議
長
に
村
田
正
夫
氏南丹市議会副議長

村田 正夫 氏

し
の
情
報
を
都
市
住
民
に
向
け
発

信
し
て
い
く
予
定
で
す
。



お
元
気
で
す
か
？�

　
保
健
師
で
す
。�

いきいき元気に自分らしく過ごしていくために
身体のメンテナンス始めませんか
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め
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

多
く
の
こ
と
を
変
え
よ
う
と
思

わ
ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん

で
み
る
の
が
継
続
す
る
コ
ツ
で
す
。

①
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

と
り
ま
し
ょ
う
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
た
め
に
彩
り
豊
か
な
食
卓

に
し
て
、
毎
日
変
化
の
あ
る
食
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
は
健
康
を

守
る
基
本
で
す
。

滷
食
べ
過
ぎ
を
避
け
、
脂
肪
分
は
控

え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
適
正
体

重
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
生
活
習

慣
病
の
発
生
の
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。

澆
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ

う
。
多
量
の
飲
酒
、
ア
ル
コ
ー
ル

濃
度
の
高
い
お
酒
は
、
が
ん
リ
ス

ク
を
高
め
ま
す
。
一
日
に
ビ
ー
ル

中
ビ
ン
一
本
も
し
く
は
清
酒
一

合
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。
週
に
二

日
は
休
肝
日
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

潺
タ
バ
コ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
喫
煙

は
生
活
習
慣
病
の
大
き
な
危
険

因
子
で
す
。
が
ん
の
リ
ス
ク
は
、

禁
煙
五
年
で
非
喫
煙
者
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
に
な
り
ま
す
。

潸
適
度
に
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
の
中
に
運
動
習
慣
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
疲
労
や
ス
ト
レ

身
体
の
内
側
で
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
は
自
分
で
は
気
付
か
ず
に
過

ご
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

ち
ょ
っ
と
血
圧
や
中
性
脂
肪
が

高
め
で
、
少
し
血
糖
値
が
高
く
な

っ
て
い
る
上
、
お
な
か
周
り
が
男

性
の
方
で
八
十
五
詢
、
女
性
の
方

で
九
十
詢
を
超
え
て
い
る
状
態
を

最
近
は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」

と
い
い
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
の
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
注
意

健
康
で
活
動
的
な
人
が
、
あ
る

日
体
調
を
こ
わ
し
て
寝
込
ん
で
し

ま
っ
た
時
、
改
め
て
自
分
の
身
体

が
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た

な
ど
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
自
分

の
健
康
に
つ
い
て
は
元
気
に
生
活

し
て
い
る
間
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
、
あ
ま
り
意
識

し
な
い
も
の
で
す
。

『
身
体
の
サ
イ
ン
、

見
逃
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
』

『
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
そ
う
』

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
現
在
、
日
本
人
の
疾
病

死
因
の
第
一
位
は
「
が
ん
」
で
す
。

一
年
間
の
死
亡
者
の
内
、
約
三

人
に
一
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
が
ん
は
早
期

に
発
見
す
れ
ば
、
治
る
場
合
が
多

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、生
活
習

慣
病
と
い
い
、日
頃
の
身
体
に
負
担

の
か
か
る
偏
っ
た
生
活
の
積
み
重

ね
か
ら
生
じ
や
す
い
も
の
で
す
。

年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
、
普

段
か
ら
自
分
で
自
分
の
身
体
の
状

態
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
気
に
な
る
症
状
が
現
れ
た
時

は
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

日
々
、
自
分
が
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
し
た
い
こ
と
が
思

い
切
り
楽
し
め
る
よ
う
、
健
康
は

か
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
少
し
の

ほ
こ
ろ
び
に
早
く
気
づ
い
て
、
早

定期的に血圧測定をしましょう

ス
の
解
消
、
健
康
づ
く
り
に
有
効

で
す
。

澁
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と
り
ま
し
ょ

う
。
野
菜
に
は
ビ
タ
ミ
ン
や
食
物

繊
維
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
野
菜
や
果
物
に
含
ま

れ
て
い
る
カ
リ
ウ
ム
に
は
体
内
の

ナ
ト
リ
ウ
ム（
塩
）
を
排
出
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

澀
塩
辛
い
も
の
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

熱
い
も
の
は
少
し
冷
ま
し
て
か

ら
。胃
や
食
道
を
い
た
わ
っ
て
、
高

血
圧
を
防
ぐ
た
め
に
も
塩
分
摂

取
量
は
一
日
あ
た
り
十
誥
未
満

に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

潯
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
定

期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ

と
で
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。



健
康
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
地
元
産
の
お
い
し
い
発
芽
玄
米

も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
女

性
加
工
グ
ル
ー
プ
「
つ
つ
じ
の
会
」

お
手
製
の
お
寿
司
な
ど
も
毎
日
数

量
限
定
で
販
売
さ
れ
、
店
内
奥
に

は
一
月
末
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
軽

食
・
喫
茶
い
こ
い
の
里
」
で
、
駅

長
お
す
す
め
地
元
産
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
「
道
の
駅
特
製
う
ど
ん
」
な

ど
が
い
た
だ
け
ま
す
。

今回、案内をしていただいたのは、園部町農業公社の事務局長もされている
佐々谷駅長さん。「2年半前に道の駅ができ、これまで園部の特産物を中心に販
売していたが、この合併を良い機会に南丹市全域の商品を取り入れて、玄関口
となるこの道の駅から全国に発信していきたい。また、合併で同じ市民となっ
た南丹市の皆さんにも安心・安全な地元産の良さをもっと知っていただきたい」
と熱心に話していただきました。今後は、園部・八木・日吉・美山をつなぐ観
光ネットワーク作りに取り組みたいとのことでした。

道の駅　京都新光悦村
T E L 6 8 － 1 1 0 0
F A X 6 8 － 1 1 0 1

URL    http：//www.cans.ne.jp/
ekikouetsu/eki/ekikouetsu.htm
◆住所：南丹市園部町曽我谷縄
手15－3◆交通：京都縦貫自動車
道園部インター横。◆毎週月曜日
定休。

京
都
縦
貫
自
動
車
道
園
部
イ
ン

タ
ー
横
、
は
た
め
く
色
々
の
の
ぼ

り
旗
が
、
道
行
く
人
を
「
道
の
駅

京
都
新
光
悦
村
」
へ
と
誘
い
ま
す
。

店
頭
に
は
、
か
わ
い
い
花
苗
や

社
会
福
祉
施
設
「
あ
け
ぼ
の
学
園
」

で
収
穫
さ
れ
た
真
っ
赤
な
い
ち
ご
、

園
部
町
野
菜
工
場
で
生
産
さ
れ
た

安
心
・
安
全
の
無
農
薬
洗
浄
野
菜

な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎

週
土
日
の
午
前
中
に
は
、
新
鮮
朝

市
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

店
内
は
明
る
く
、
お
菓
子
や
手

作
り
小
物
、
漬
物
や
土
産
物
が
顔

を
そ
ろ
え
て
並
ん
で
お
り
、
最
近

11 広報なんたん3月号
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地
元
の
特
産
品
、
道
の
駅
か
ら
全
国
に
発
信

駅長 佐 々 谷 吉 美 さん

▲豊富に取りそろえられた商品が並ぶ明るい店内

施
設
全
景

▲つつじの会の手作り食品

▲店頭販売の新鮮野菜『安心・安全をお腹にいかが？』

② ～道の駅 京都新光悦村～～道の駅 京都新光悦村～
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園部幼稚園とすこやか学園（白井直美園長、239人）
では2月20日から23日の3日間、2歳児から5歳児全員
を対象に安全教室が行われました。
すこやか学園では、親子で園部警察署の交通巡視員

から指導を受け、道路の右側を歩くこと、横断歩道で
は必ず左右を確認して手を挙げて渡ることなどを教わ
りました。その後、子どもたちは教室内に用意された
横断歩道で「右・左・右」を確認し、しっかり手を挙
げて横断歩道を渡っていました。

「手を挙げて渡ったよ」

2月26日、美山中学校体育館で第21回美
山スポーツ少年団剣道交流大会が行われ、
美山地域内の小学校と弓削小学校・細野小
学校（共に京都市右京区）のスポーツ少年団
で活動する男女119人が参加しました。大
会は学校別の団体戦と、学年の男女別個人
戦で行われ、日ごろの練習の成果を出し合
い、鍛えた技を競い合いました。会場には
たくさんの保護者らも応援に駆けつけ、子
どもたちの熱戦を見守っていました。
▽団体戦の結果は以下のとおりです。
優勝…平屋Ａ、準優勝…宮島Ａ、3位…知井Ａ
▽個人戦結果は以下のとおりです。（敬称略）
蜷4年生以下男子　1位…武田将成　2位…
石川雄也　3位…牧田駿佑、蜷4年生以下女
子　1位…宇納未歩　2位…江藤つぐみ　3
位…原田美和、蜷5年生男子　1位…木戸亨
典　2位…市川勝也　3位…中野史哉、蜷5
年生女子　1位…西野ひかり　2位…藤元瑞
貴　3位…栢下恭の、蜷6年生男子　1位…
藤元拓馬　2位…福原良太　3位…大澤源人、
蜷6年生女子　1位…高御堂和華　2位…栢
下倫の　3位…九笹めい

まちの話題を�
　　紹介します�
まちの話題を�
　　紹介します�

身近な話題を広報係（0771）68-0003へお寄せください。�

キラリと光る作品が並びました

けいこの成果を出し切っての勝利

「
技
と
セ
ン
ス
が
光
る

き
さ
ら
ぎ
フ
ェ
ア
」

（
2
／
25
婦
人
会
き
さ
ら
ぎ
フ
ェ
ア
・
園
部
町
） 「

団
体
戦
優
勝
で
二
連
覇
達
成
！
平
屋
Ａ
」

（
2
／
26

美
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会
・
美
山
町
）

「
左
右
を
確
認
し
て

も
う
車
は
来
な
い
か
な
？
」

（
2
／
20

園
部
幼
で
安
全
教
室
・
園
部
町
）

2月25日・26日、南丹市国際交流会
館で園部町婦人会（前田三子会長）によ
る「きさらぎフェア」が開催されまし
た。今回で23回目になるこのイベント
には、園部地域内の婦人会各支部で作
られた作品およそ300点が展示されま
した。出展された中には木の葉と実を
利用した壁掛けや、アートフラワー、ぬ
いぐるみなど苦心して作り上げた作品
が飾られ、訪れた市民の方が興味を持
って見ておられました。
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2月12日、第28回京都府民総合体
育大会市町村対抗駅伝競走が福知山
市三段池公園を出発決勝とする全8区
間、約36㌔のコースで行われました。
大会には京都府内の38市町村272

人が参加し、南丹市からは旧園部町・
旧八木町・旧日吉町・旧美山町より各
1チーム出場しました。
結果は、園部町10位、八木町15位、
日吉町24位、美山町28位と健闘しま
した。

閉会式の後にみんなで記念撮影

2月4日、園部町小桜町のこむぎ山健康
学園で、園部町文化協会(高木茂会長)主催
の「かるた大会」が開かれ、市内の子ども
からお年寄りまで約40人が参加しました。
日本の古典文学に触れ、市民の交流の機
会になればと毎年開かれており、今年で
15回目。大会は3人1組のチーム同士によ
る「源平」方式で対戦。参加者は、初心者
から上の句を聞くだけで札を取る上級者ま
で様々でしたが熱戦を繰り広げました。

「目の前にあったのにー。」

「軫一生懸命輕が結果につながったよ」

2月22日、八木町の富本小学校（加藤
芳樹校長、133人）で、毎年3学期に取り
組んでいる大なわとびの大会が行われ
ました。
全校生徒が7チームに分かれて1月か

ら練習を始めました。大会では跳んだ回
数と、1月からどれだけ記録が伸びたか
を競いました。今年は338回跳んだチー
ムが新記録を出し、児童は日頃の練習
の成果を発揮しました。

2月18日、19日に滋賀県野洲市で「第
10回びわこフレンドカップ・ミニバス
大会」が開催されました。
近畿一円から各府県を代表する強豪チ
ームが集まる中、京都府代表として参加
した日吉町スポーツ少年団・ラビット
が、大熱戦の結果、4位ゾーンで見事優
勝を果たし、敢闘賞を受賞しました。
このような大舞台で、接戦の末に好成
績を残せた選手たちは、試合終了を告げ
るブザーが鳴ると、抱き合って感激の涙
を流しました。応援に声をからしたコー
チ、保護者の喜びもひとしおでした。

「テンポよく跳んでいこう」

「
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
健
闘
」

（
2
／
12

市
町
村
対
抗
駅
伝
・
福
知
山
市
）

「
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
源
平
合
戦
」

（
2
／
4

第
15
回
か
る
た
大
会
・
園
部
町
）

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
新
記
録
！
」

（
2
／
22

富
本
小
大
な
わ
と
び
大
会
・
八
木
町
）

「
残
り
10
秒
、2
点
リ
ー
ド
を
死
守
！
」

（
2
／
18

第
10
回
ミ
ニ
バ
ス
大
会
・
野
洲
市
）
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3
月
号
�
平
成
18 年

3 月
�

M
arch 2006

屋
内
よ
り
外
の
方
が
暖
か
く
、
春
の

息
吹
が
力
強
く
感
じ
ら
れ
る
こ
の
頃
、

幼
い
頃
は
よ
く
「
春
を
探
し
に
行
っ
て

く
る
ね
」
と
、
里
山
へ
蕗ふ

き

の
薹と

う

や
土
筆

つ
く
し

を
見
つ
け
に
出
か
け
ま
し
た
。

広
報
を
担
当
し
て
か
ら
、
見
る
も
の

聞
く
こ
と
、
何
で
も
カ
メ
ラ
越
し
に
覗

い
て
み
た
く
な
り
ま
す
。
南
丹
市
の
春

夏
秋
冬
、
い
ろ
ん
な
嬉
し
い
、
楽
し
い
、

新
発
見
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
Ａ
）

八
木
町
日
置
地
区
に
伝
わ
る
大

送
神
社
の
綱
引
き
神
事
。
毎
年
、

一
月
十
七
日
の
夕
方
、
あ
た
り
に

響
き
渡
る
太
鼓
の
音
に
導
か
れ
る

よ
う
に
境
内
に
老
若
男
女
の
区
民

が
集
ま
り
ま
す
。

こ
の
神
事
は
、
昔
こ
の
地
に
す

み
つ
き
村
民
を
苦
し
め
た
大
蛇
を

退
治
し
た
と
い
わ
れ
る
豪
勇
の
武

士
の
快
挙
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

こ
の
日
は
当
番
の
区
民
が
稲
わ

ら
で
作
っ
た
直
径
十
詢
余
り
、
長

さ
約
十
六
誡
の
綱
を
大
蛇
に
見
立

て
て
と
ぐ
ろ
状
に
巻
き
、
境
内
に

運
び
込
み
、
そ
れ
を
弓
矢
で
射
っ

て
大
蛇
退
治
の
シ
ー
ン
を
再
現
。

続
い
て
作
況
を
占
う
綱
引
き
に

は
、
区
民
約
五
十
人
が
参
加
、
歓

声
と
拍
手
が
わ
き
上
が
り
ま
す
。

「
米
」
を
豊
作
と
す
る
南
と
、

「
麦
」
を
豊
作
と
す
る
北
に
分
か
れ

て
、
掛
け
声
と
と
も
に
、
七
回
の

勝
負
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、

四
対
三
で
南
が
勝
ち
、
今
年
は
米

が
豊
作
に
な
る
と
区
民
は
顔
を
ほ

こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
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DATADATA
●総人口：36,304人（△33)
（男：17,451人・女：18,853人）

（△20） （△13）

●世帯数：13,367世帯（△12)
（平成18年3月1日現在）

（ ）内は前月比　

編
集
後
記

綱
引
き
神
事

―
八
木
町
日
置
地
区
―

平岩　正行くん（1歳1カ月）
●園部町横田

最近は、よちよち歩きをするようになりました。
優しく男らしい男の子に育ってね。

（パパ・ママより）
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